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町
で
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産
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際
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め
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し
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す
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附
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契
機
と
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台
湾
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者
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い
ま
す
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町
は
震
災
に
よ
り
多
く
の
大
切
な
も
の

を
失
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
多
く

の
こ
と
に
も
気
づ
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ま
し
た
。
新
し
く
、

策
定
し
た
町
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総
合
計
画
で
は
、「
森
里

海
ひ
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い
の
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ぐ
る
ま
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南
三
陸
」

と
ま
ち
の
将
来
像
を
定
め
ま
し
た
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こ
の
町
が
こ
れ
か
ら
も
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
し
、
人
々
が
な
り
わ
い
と
に
ぎ
わ

い
の
中
で
豊
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、

大
自
然
へ
の
尊
敬
の
念
と
支
援
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
生
き
て
い

く
と
い
う
意
志
表
明
で
す
。
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今までいただいていた「支援」から「協働」へ　「南三陸応縁団」活動様子

志津川湾を望む

問 企画振興課  TEL.050-3381-5030 FAX.0957-82-3086

レンタサイクル貸出中!!
（電動アシスト付）
【貸出場所】　●原城温泉 真砂
●有馬キリシタン遺産記念館

私たちのまちを世界の宝物に。 目指そう!!  世界遺産登録 !!

期間限定

土・日・祝日限定で
ガイドを行います
●時間…午前10時～午後４時
●日野江城跡（大手門）・原城跡（本丸駐車場）

期間限定

史跡巡り周遊バス史跡巡り周遊バス
南島原市南島原市実証実験

2月20日～3月21日運行期間 １日９便 毎日運行

期間限定
無料

乗った人はアンケートに
ご協力ください。
同じ期間中、レンタサイクルも
無料で貸し出しています！

　「長崎の教会群とキリスト教関連遺産（以下、長崎の教会群）」
については、２月９日の閣議において、ユネスコへの推薦を国
が一旦取り下げることを了解されました。
　推薦書作成にあたっては、文化庁の指導のもと、その価値付
けについて、海外専門家の助言・指導を受けながら、国内の学
識経験者からなる「長崎県世界遺産学術会議」において、長年
にわたり議論を重ね、国の文化審議会においても完成度が高い
ものとして、昨年１月、国からユネスコ世界遺産センターに推
薦書を提出され、その後、諮問機関であるイコモスにより、審
査および現地調査が行われてきたところです。
　「長崎の教会群」につきましては、我が国におけるキリスト教
の伝来と受容のプロセスを示す類まれな遺産として推薦して、
構成資産を「伝来・繁栄期」、「禁教・潜伏期」、「解禁後の教会建築」
の３つの時代に分類して説明していましたが、１月に出された
イコモスの中間報告において、潜在的に世界遺産としての価値

はあると認めるものの、価値の説明が十分でないとの厳しい評
価が示されました。
　イコモスとしては、世界遺産たる価値は、２世紀以上もの長
きに渡り、宣教師不在の中、潜伏しながらも信仰を継承した「禁
教・潜伏期」にあり、この時代の歴史的文脈に焦点を当て、推
薦内容を見直すべき、とのことでありました。
　これを受け、「長崎の教会群」を最短かつ確実に登録するため、
今回の推薦は、国が一旦申請を取り下げ、推薦内容の早期見直
しを行うことにより、改めて、来年度の国内推薦、30年の登録
を目指したいとの考えが示されたところです。
　今後、国、県の指導のもと、関係県市町が一丸となって、来
年度の推薦と平成30年の登録に向けて全力で取り組んでまいり
ますので、皆様におかれましては、引き続き、ご支援を賜りま
すようお願いいたします。

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」推薦の取り下げについて

1550年 1587年 1614年 1644年 1865年 1873年

ザビエル、平戸で布教

伴天連追放令

禁教令発布 国内最後の宣教師殉教 信徒発見 禁教令撤廃

繁栄の時代 復活の時代弾圧・潜伏の時代

250年もの長期にわたる潜伏からの奇跡の復活という世界に類をみない独自の歴史
➡キリスト教の伝播・浸透のプロセスを示す文化遺産

問 世界遺産登録推進室  TEL.050-3381-5101

原  城  跡 日野江城跡原城温泉
真  砂

有馬キリシタン
遺産記念館

　南島原市では、来訪者が効率よく史跡を回ることができるようなバスのルートを考えています。
　そこで実証実験として、日野江城跡・原城跡や有馬キリシタン遺産記念館、原城温泉真砂を巡るバスを
無料で１日９便運航することになりましたので、この機会にぜひ南島原の歴史にふれてみませんか。 が

ん
ば
ろ
う

東
北
！

観光情報

“あたりまえ”を取り戻すために“あたりまえ”を取り戻すために
～あの日から５年～～あの日から５年～ 東日本大震災災害派遣レポート特集

3月6日日 10:00～15:00
須川港多目的防災広場

お隈部：☎０９０（４４８８）１４８３
主催／がまだせ東北支援実行委員会

復興を願い「リメンバー3.11」
東日本大震災復興支援イベント　島原半島から東北へ  ～あの日を忘れない～

●防災ヘリコプターの実践訓練
●はしご車搭乗体験、展示
●消防車両、救助資機材の展示
●陸上自衛隊新73式小型トラックの展示、説明
●陸上自衛隊戦闘糧食Ⅰ型、Ⅱ型の展示
●自衛隊制服などの展示、試着

●パトカー展示
●ぶっかけそうめんの販売
●ステージイベント
　（太鼓、ミニコンサート、ゆるキャラなど）
●防災資機材の展示、デモンストレーション
●南三陸町特産品などの販売　など

※イベントの収益金は、南三陸町の
復興のために毎年寄付しています。

毎月開催
元気・笑顔
あふれる! !
　その名に「福が興る市」という願いが込められ、
復興のシンボルとなっている「南三陸福興市」。
震災の翌月である2011年４月、地元の水産業者
などが早期復興を目指し、この市を開催したの
がはじまりです。毎月、海産物や野菜など旬の
食材が並び、有志によるステージイベントも行
われ、音楽やよさこいなどのパフォーマンスも
楽しむことができます。

●３月27日日…春のワクワク鍋まつり福興市
●４月24日日…ホタテまつり福興市


